








林道の途中にあるアメリカキャン 
ブ ここから飕まで徒少で1時 
mu - 海沢橋を菝〇キャンプ付の 
案内板に従って進む。 


穩彩：中村伸 



JR 宵梅線 「 C 丸 t 駅から奥多摩湖方面に向い、海沢橋をわたつて林道へと入る。 
沢と林道が分かれるところが「海沢闽地」。ここから林道と別れて大岳山への登山 
道に入ると 5 分程で海沢谷最初の三ッ釜の滝と出会ぅ。 25 メートル三段からなる 
淹の滝壺は深くえぐられ、名の通り釜の口を開けている。淹赍には、冷たい水に 
連ばれてきた落葉がゆつたりとダンスを舞いながら冬の到来を告げていた。 


衆京の淹 

奥ダタ擎 



























篠成土さん 

餘やかな手つきは、クロウト舌を赛く手品の数々 


第12回ベスト立川人•展汩7開催 


今年も 1 r 立川人•脱!®季節になりました。 

11頃のえくてびあん活動で、私たちは尜 IW らしい fW 性の 
川人に、たくさんお会いして黎リました。 

その力々に炖点を合わせシャッターをきった％貞の j &々 
立川にこんな人がいたのか . 


期日:正月〗4日伙卜22日水 
於:駅ビル•ルミネ6階 
ルミネギヤラリー 

•. …し 



この街に代むダ逆を、铐さまと共に味わV、ながら 
1997年の》開け iWL-t 、ど f〆 じます。 

どうぞ、ごゆるりとご sm ください。 




宵木釤 m さん 

国暌で活躍、’ 96 バ 5 リンビックで？つの供メダル 



立川鎢嫌子連 


*1? [柏祭费子コンクール邡年度優耕 



竹内洋介さん 


そば*はそばを打つだけか*いやいや人生、もっと大きい 



三田® A さん 


«五等双光旭日章受章。••利齟”に息づく H 田幘神に花 



池畑杂夫さん 


立;II市民映两祭で映写機を回し Ift けて 10 年 



槊原真祭美さん 


狒 anc 在動の啪ミス立 JM _ * 96 年の花 



宮内倍火さん 


立川生まれのミニチニス、卖力で鼬ちとった東京大会優酴 



森川姒祐さん 


本格的 Bar man を問われたら、立川にこの人あり 



大久保さん 


住民と网じ目嫌で地域に取り姐む“駐在さん 














































パティス リー バーゼル 
I 晒町_«23-3746 

ロッテリア fflH ルミネ店 
| 限印2-卜1 024-7433 


八•ットパットゴルフ 
|«® — ©25-2340 

ーセントパークホテル 
*:t 見町 2-1-8 »26-3111 



幼き頃、小 W を握*?締めて通った駄菓子屋には feH 通っても 
#4きない蛀力があった。時代と共に子ども逡の社交場であっ 
た駄茇 f 厘の数は減ってきた。ここは上砂町、小7校の抆炫 
と向かい合った店構え、その名も「学校前 J という駄菓子® U 
Krti から S* できるように义具も上雅きも揃えた小学4:様® 
用逢の te である • 今時の子ど（>途の社交場は，略とコンビニ 
t いう公式はここではあてはまらないか fc L れない公抆 ft の 
窓から兒える駄荬+吊の誘惑に螻を fF む子どもの姿を想像し 
てごらんなさい n 

WATCHING 


月刊 • え < てびあん-立 jii と語ろラ • 立川に生きよう 


® あたたかく、 

® さわやかに、 

® ひとにやさしい、 
リテールバンク。 

一為から はじまる 

f あさひ銀行 


アムス铢式金社 



初顔合わせ、新年会…。 

お待ちしております。 


西深职房 グ彡ンチイール 

JR 立 川 駅南口諷訪通り 322-0729 


この漏 


らしき“おせつ かい，， 


通巻150# 



「火の用心々呼びかけて13年- 


富士見町5 丁目、夜の9時を過ぎると、どこからか拍子木を打つ音が聞こえてくる。冬 
空に酱く「火の用心」の拍子木を打つのは、五十嵐タカネさん。お父さんから引き継いだ 
夜廻りを、13年間一人でつづけてきた ◊ 誰に頼まれたのでもなく「火の用心」を呼び掛け 
る自身を評して「根っからのおせっかい」といって笑う。自然体で当然のように夜廻りを 
つづける五十嵐さんの"素敵なおせっかい"の音が、立川の夜空に響いていく。 
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立川商 

羽衣® 2-30 


店 

022-3565 


おそのい時計店 

08衣町 2-32-2 022-5211 

^松タバコ店 

羽衣町卜ぬ «24-7852 


j 三田花 

WW2-5-23 


店 

»24-4187 


セガ S 薬局 

ヂ町 2-7-8 —»25-9212 

[Vルミヤスポーツ 

辟® 2-7-8 022-2912 


東京靴流通センター 

砂川町 1-50-4 _ 037-3641 

JA 経済センター立 JH 店 

砂川町 2-44-3 _ 036-1824 

JA 東京みどり ffll ほ店 

砂川町 2-44-3 036-1821 



表紙は 


中島 S 腐店 

羽衣町 M2-34 322-5723 


和風レストラン馬屋 

羽衣町 2-27-9 

W26-3698 

さ < 

ら 

娜 2-4 6,3 

036-8285 

永光薬 

局 

*®2-58-7 

036-0206 

メンズカツト 

ヤザワ 

泶町 2-59-8 

»36-6716 

I ラちのやブルマン 

|«町 1-18-17 

024-9280 

|美容室ア II ス 

smi-15-21 

025-1100 

coffee sMop 遊香 

簡 1-4-24 

027-3840 

ステーキので) 

ブレ 

K 印1+3 

S27-1630 

寿屋酒 

店 

11012 -M3 

022-3625 

T A P A 

S 

篇町 2-2-29 

029-0733 


そば a 尾亭 

P 町 5-5-31 «22-2710 

is タイヤショップ佐藤商会 

I 幸町 5-10-2 _ JT37-0912 

いなげや立川幸店 
I 幸町1-23-6 _ 037-1820 

ロッテリア2211101113 »JE 
p 町 4-38 _ 037-4413 

\km^ マ U ァン 

松町 2-10-22 024-3912 

横町屋菓子店 

|«^2-11-23 022-2609 

^藤冓果店 

p 松町 2-3-13 _ 022*6443 

p —パーやなぎや 

| 裹松町 2*5 «22-4322 

フレンド軎房 

| 裏松町 3-1B-2 _ 027-1555 

山梨中央銀行立 JM 支店 
jstfiBl2-16-13 _〇26-1571 

CAF £^6 STAURANT TIR-T0P 
逋松町 3-27-27 025-2030 


ビジネスホテルクボタ 
JMWT 2-12-23 _«22-1122 

中華料理みよし 

柴筠® 2-10 _ 025-3873 

石原薬局 

楽崎町 2香3 — 的-4067 

輪 輪 館 

柴« 印 2-12-17 022-8100 

有）関田酒店 

柴崎町 2-2-17 _〇24-2960 

寿司 由 

榮«町 2-2-8 _ «22-3733 

ブティックリッチ 
柴格町 2-3-10 _ 028-2054 

キヤノン01ショップ 

受崎町 2-3-6 _ 028-1501 

マイシティ八ウス測卿 

荣搏町 2-3-6 _ 026-0148 

カフIレストラン ほまれ屋 

柴椅町 2-4-15 _ 〇26-2232 

ファッション八 ウスほまれ屋 

蔌椅町 2-4-15 0 25-2788 


びあ 


>參 ( 


人がゐて、街があります a 
•胃 あなたがゐて、立川があります。 

• そこにちょっとだけ、えくてびあん/ 

> リストのお店にはいつでもえくてびあん/ 



京樽立川南口店 
荣畸印 3-6-2 _〇21-4640 

理容ふなやま 
柴㈣町 3-6-23 _ 027-2780 

多摩中央朗金渾磨〇1店 
町 3-7-4 _ 028-2211 

オリオン窖房 

柴《町 3-6-27 _〇25-3111 

和光証券立川支店 
柴 H 町 3-8-2 _ 024-1321 

紀ノ国屋立川店 
若菜® M3-2 _ «36-1604 

ふとんの背木 g 商 
若粟即 1-8-1 _ «36-6833 

エツソ石油かせ台ステ-シ3ン 

若菜町 2-1 _ 035-3081 

l：：il いなげや若蕖町店 
若菜町3-21-1 037-4119 

ルミネ立川店 1F 針} 

囔町 2-1-1 _ 027-1411 

tm=m エミリーフローゲ 
»町 2-4-28 _ 027-4138 

アルビヨン 

明® 2-4-28 _ 025-3824 

caf6 バーゼル 
稱町 2-11 023-3746 


住友銀行立支店 

»印?- 17-15 _ 022-6171 

«茶アバン 

I »®2-17-15 _ 027-4479 

日の出屋本店 

I WQ32-2-18 _ 022-3308 

i 摩中央ミサワホーム 

拓町 2-8-29 _ 027-3388 

'^士銀行立川支店 

播 SI2-4-6 _ 024-3121 

あら并館雄本店 

W 邸 2-5-12 _ 〇22-2957 

_木のパン 

播 ©2-6 _ 022-2278 

_上鰹節店 

晒町 2-8-30 一 022-3259 

ワイト八ウスフロム中武 

1 晒叨 2-11-2 _ »25-8558 

ばさ一じゅフ a 厶中 a 
曲印 2-11-2 _ 022-1941 

_ フロム中武 1F 受付 

IBH9J2M1-2 024-7111 

f ゲンめ仆チキン 删 52 

RR802-12-16 028-2636 

"h ボス 立 J|| 店 

88302-18-18 «25-0331 


| ぼだい 

樹 

| 荣綺町2+18 

028-0556 | 

I コマツホーム 

| 柴崎町 2-4-6 

025-5811 | 

| 琪茶キヤリー 

| 柴 ©町 2-4-7 

赚2630 | 

| かみゆい処わ 

| 聳昀埘 2-4-8 

022-8202 1 

| 芹沢ガラス店 1 

1 柴梅邸 2-4-8 

022-3065 | 

小室 

園 ； 

柴《昭2-4-8 

022-2894 

ユウ都市 

企画 

| 柴畸町 2-3-13 

»28-2556 1 


マエダ文具 


ヂ町 2-6-2 —025-6584 

手 B0 のお弁当く D や 
^«®2-9-3 _ O23-2590 

^川高等技芸学院 

4崎®2,9-4 _ 022-3424 

ブックスしんあい 
柴好® 3-1-1 _〇27-6701 

松山堂薬局 

柴费町 3-13-25 022-2550 

こむろ酒店 

賴 B3.14-3 022-2613 

ゴンフアノン•クボ立川店 

槳畸町 3-4-2 _ 027-7413 

かつ 亀 
柴《 町 3-5-2 »25-7647 



木に反射す 
る光の 温 さが 
印象的な、今 
11 の作 .VI は« 
白!* r に住む tl 片 

H;by r r のァ 

クセントランプ•不 思 m な衫のこ 
のランプ* 兄る 入にょつて S. にな 
つたり、 釣 物になつたり•作：： g を 
作るときに大切に L ているのが、 
木14<1本違 ラ* 木 0、どんなデ 
ザィンにするかは*木の 1| 性であ 
る木 H にょつて n 然<:決つてくる 
といラ。スギ•ヒノキなど英しい 
年 55 を生かしながら作品は m t 
つていく。そんな木との*:： T^, 
を承ねて作られるからだろぅか， 
デザィンのユニ|夕さと？|さはそ 
の木の持つ生命力を S じさせ•逍 
具といつた冷たさはない， 

Mf la 村に あるアトリエで •1 S 
問のほ t んどをすごすといぅ n 并 
さん"来年 tlfl きたいという PI /4 に 
||>» けて h^u ら ^ o §^ l ^; 4 •くり 
、返しながら、作品に新 L い-^:命を 
次き込みつづけている" 


あけましておめでとぅござい圭 
tu 新しい n - を迎ぇられた#びに* 
今年こそはと^«を新たにする一 
E ： •符灾な丑の歩み1:なら-〇て* 

I 歩一歩紡み L めてゆく年にした 
ぃ t のです • 

本^も讶さまのお M しを*お待 
ち中 L 1; げております • 

■ H 時 lc : I 9 Hg 

2時〜4時 

■御本^^找如宝物航をはじめと 

して映^など VS りだくさんの ms 

がしてございます ■ 

■お中し込みは1ぇくてびあん. 

コンパニオン」(本誌を - T - 独してく 

れた人> へ。 


東風 


今年もまた•えくてび * 4では 
rlj 年 カレンダ丨\ラ•ヴィ•ア 
ン • »! ズ」 を発 rr した。 過去 50 
年，未米 50 年が ズラリ と兄^せる 
仕 組みになつている、 毎年発 if し 
ているので、ご存じの方 も 多いで 
あろラ ♦ •« 年と いえば，ざつ と一一| 
万六 千 H である。それだけの 数を 
一枚の 紙に 结め込むのだから•勢 
い 数卞は 小さくなる••尺 BH 3;を必 
娈とする人が いるであろう* これ 
だけ小さいと•十 ^ くらいの 选2: 
は ひと吹きで$ 歃斿 消に な c てし 
まいそうだ。 Lo かりと • « しを 
きかせて•一卩 一 n を r ¥ l : すご 
さな It ればな 4 ない という ft alli も. 
このカレンダーには今：：まれている 
丄う である ♦カ レンダ I - 0 いえば • 
1 S 近は：か z : 単位のものが ) ±制：£ 
多数を占めている*以前は In め 
C^)J t l ::7?、 n 1 w f # A :> 功』，々 
グーがあったが•いつの問にか姿 
を m してしまった。{豕族の雄かが* 
n をめくる m 七 .- I になつていて•籾 
1 ¢にめ くると「新しい今 U 」 が 
ili われて •肋«が あった ♦カメラ 
のレンズ1:例えれば • の 力 
レンダ— は槐準レ ンズという とこ 
ろであろうか。そして n めくりの 
カレンダー はさしずめ T - ミリを^ 
える ^ 速レンズということになる0 
さすれば* わが 「 R 年 カレンダ 1 J 
は超 rA 角の 魚眼レンズか“^ 述 と 
広角を樅 W に to いこなすのも •：な 
A を 搛る愉 L みの|つではないだ 
ろラか ♦ 切松めくれば爿 n え 
くてび あん 


(«»)劝田{ I 男 +林||史 Mrll |«名馬 JB 真 
山田雇子松本わかこ x .« lr 久 A 
f ; M > 天? f 武禺《_|明幷|黎治 

スタ： S 才269.8 . W 棒五*隼平 


1 f え<てびあん * S 

平成九年一月一日^行 

発行所えくてびあん辗 BXW 

来京®立川市？！？町 2-1 ?-S 

杉田ビル〒190 

霣铨〇四二五 g 0002 

FAX 0四二五1»-—， 

wft 発行 A 

立4 kS ? 介 

印尚所呔大 »H 
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エ—•本： n は立 III 落 as 会物語の•席を A 
普々* $公£\1館の*^教室「蒗甜人門」 

<:粜まつた職業らバラバラ、輿棄槌菜«の変 
わり者が5人•教室終了後 c * 〇主グル—ブ 
を結成したのがそもそものル—ッでして • 

この社公人落： (ifi 界の老鋪「立川落語仝」が、 
or 出 !£く15周年を迎ぇる^ができま I たのも， 
i くてびあん様を初め传々樣のご！ Igw •お^ 
かてのおかげと來 s IM ®: 叔に咽び泣いてお 
ります* お ？5:様に拍手拍手 • 

今では三多《最大の20名の会 ft 数を玲り • 

赛•秋の定席の他 • Isr . 川の^^公民 m で H1 
问閉催されている「横町寄席」への出演や^ 

A ホ—ム等への m 前 •#« と•仕事ももちろん 
•\7派に a めつつ •* 奔西走の大活 W " 

15年もやつてればへた t 味の一つと、妙な 
いいわけも立て板に水と油•ますますのつて 
る*すべ<>てる立川落語会* 
t : n いましても•每回•大人り满 R 脚— 
大いに受るとは限らず、これも芸は生き物と， 
i たまたいいわけなんてして"いいわけ-? 

それにもまして、他はチヨべリグー•チヨ 
ベリバ • MM の時代。八つさん，? ife さん、ご 
P 3 居さんの « が通じにくくなつてます•中 - T - 
生には，なんで座* H 1 が一枚か W かれ • 虐 
中には犄物が地眛と衍徜され•みんな『笑点 • 

の見すダだつて i の U それでも^座に上がれ 
ば' 唯我独»•こ-〇ちのもの。ひとの逢«睡 

嗎いる 限り•：站つ • 



i 匠も一 1 :つて玄 

rat . 妒成の人間 Gffi いたり，笑 c たりは变 

わらないはず。そこを！ S りに、時代の匾で味 

付けし苽1てみる1のの.お门にめすやらめ 

さねやら•それは W いてみてのお*しみ♦せ 

めて.' srt < からずつこけて，お客様からみ語者 

13われないよラに*呦家さん51をつけて- 

閑 祜休 2 T 15 年の定席の尚崦にかけた ■» を 

&ぇれば.なつ、なんと160。来)1111:、 

5 1 わず、 » いと S 分逨に柏手拍手“：削座'«は 

I とよ4^芝居噺に*人悄嗬まで•なんで t 

ござれの免拃锊 fc ^< 入^芬名さぇも、あ 

きれば*ぇる*お^ W さ。そも* v もどこまで 

が®倦かまじか.飧界曖味、フアジーこの h 

ない*この你涯会が15年 t もつたこつはと IW 

かれれば•それ U 会垃は3午でクビ•会6砼 

炔者は副会長へ w t ベりの锭にあると■この 

ま i 行けば45 平 で全 n 副会反だ • 

定年延 K なんてとんでもない，のばり旗を 

はためかせ，立川落語会•座で命闽行脚の* 

さん旅。落語を W いたことがない人が•全 a 

E の9剂もいる今：！：この5^40年のキャリア 

を引っ提げて今 U は東、叫 H は西が要- 

てなわけで， ここらでお時 !»] のよラですの 

で•なぞかけをひとつ、川落狃会とかけて， 

滿 S ホ—ムラン2本 t とく.そのこころは. 

«• 悌の応«でますます8点間*いなし。お後 

がよろ L いようで… • 



五十さん(苗±兌町5丁！：10 

が.「火の用心」を呼び掛け*®り 

をするょうにな-〇たのは，昭和58 

年のこ t •白身の所存している r 

パートや借* 4 C に住む人たちのため 

にと < t 姻りを较けていた五十班さ 

んのお父さんが、病に倒れてその 

後を»7 !$8* i いだのがそもそものき 
っかけだった。 

te^KllH か VTS 年の 2 H まで 
の4力 Mu ， 雨の n や fr の H を除 
いて^：:！夜®りを統けてきている， 
五1以さんが夜塯りをはじめる 
のは ， Y * 後の9時。毛糸の«子<: 
乎袋•啖く§きやすい服^、手に 
はかりと«子木が榷られてい 
る U 丈大で打-〇たときの喵〇が良 
い b のを t •わざわざ戌 t ? の # n 
店まで出向いて W 入しているとい 

ラ。 Ji さ洲センチはどもある拍+ 

木を力-杯打つと， L / t と舴まり 

返つた問 PH に「力—ン」 t ® i く紇 

いた痒が? P き洮る" 

「この拍 s -* で•六 ft 目％だめ 

な扣^木を«!ってい6と，ご近所 

から r ； g 近、鳴りが®いねぇ』な 

んて.*: i われらやって•すぐばれち 

やう J t '/ Kh ^ さ/ t は笑う。 

できるだけ速くの人にもといラ 

思いで力を込めて打たれ6からか • 

怕•—木にヒビが人ったりと，いた 

み方 tM — い。 

* fi 卜 1K さんの ht ; 前から In 奥多 

序 sria を少し入つた中山板の辺り 

までの Jlli 域を*約 30 分かけて®る" 

urtii 、 お父5んが夜廸りをしてぃ 

た^(:くらベると*はるかに広い 




範 M を女 tt である fL 十 M さんが一 
人で遇るようになつた6ここまで 
絞けるとは，予想しなかつたとい 


「やつてるうちに f この町内か 
らは絶対火^を出さないぞ J なん 
て*な使命! SS が出てきちやつて • 

«4っからのおせっかいなんですょ J 
谕たい北風が吹く中を•ゆっく 
りとしたべ—スで少いていく •« 

りの辻までくると、四方を兄漉 I 

興常がないこ h を確 S してから拍 

子木を打〇❶亩士見町の！ t かな住 

宅街を*右へ. fe へと曲がりながら* 

扣 s - 木を- IT ち鳴らしていく 。 lft 

幼率の$いょラに思ぇる道の迸び 

方に U 押山があつた。 ii 年に独る 

経联から•拍子木の音の»く gM 

を計 S した上で垛 ft の巡路になっ 

たのだとい5•この nl スで夜廻 

りをすれば* ？ S 士兒町5 丁： m <: 住 

む人の耳全てに拍の齐を届か 

せることができる。五十姐さんが 

决埘〇をしている時間 flf に•付近 

で火^が起ったことは•この13年 

で1¢もない•また*®りを絞け 

てきた ». 肤から身についた? i 意力 

が • rtIH ] 歩いているときに t 锄い 

てガス^れ 1 i 故を • 2件も来然に 

防ぐ • I とがでた ■ 

L ば•りく歩いたところで•拍子 

木の ff を聞きつけて， ruj いの*か 

ら女の ri が飛び出 L てきた。 H の 

uii に立つと • JLhw さんへ向 It て 

「ごくろうさまで一す」 t 大きく 

屮をか It てくれる。近くの小 ^ ft 

に通うその女の子は、小さい頃か 

ら年: JL 卜 W さんの拍子木の A を 

間いて冬を過ご L •いつの頃から 

か^をかけてくれるよラになつた 

のだという。 

1.^ りをやめられない眠が6 


かるでしょう」 

冬の寒さも、吹き 1 R ぶ| 瞬 だ。 

「夜娌りをしないと•何となく 

落ちつかない」 t いう五十嵐さん 

だが•いくら知り M 、 くした地域と 

はいぇ.女性が一入で夜 «! 0をす 

る不安はつねにあるという • 

rft 近は、何が起こるかわから 
ないから」と tst る* fe 子さん夫 
W が帰つてさている t きには、 ^ 

fits を整えた お 味さんが「さぁ、お 
在は さん fr きま I ょう j t 必ずつ 
いてきてくれるよラ<:なつた • 
夜迥 りが 終盤 1:近づいても •步 
く速さは W じ*13年問紋ける 秘汰 
は • IV かりと7ィぺースで^き 
较ける足どり<:も，うかがえるよ 
ぅだ、 

以斛 、沐 W がすぐれずに一芳 

け近所のお宅のご主人に、代わり 

に夜廻りをお « p い L たことがあつ 

た。申し就ないという. e . いも手伝 

って*いつもの}£路ょり短い nl 

スでお傾いすると•五十 1£ さんの 

姐っていよりもさらに広い 地域 

を铟「てくれたというエビゾ I ド 

も*る。 

13年 m 、 「火の用心」の 夜 «| りを 

絞けてきた JL 卜 W . さんの背後には* 

i 4 守つてくれてい る洵 W の入の姿 

が兄えかくれする— 

近所へる -' fl なのだろうか • 

拍子木を打つ W を ^を 使いゆ-〇く 

りと通〇過ぎていった* 

fi . 十 Ml さんの，おせっかい*の 

合は、 *« 空に人の溫も0を伝えな 

がら•速くまで鲟き飧 r ていた • 



«町 W 士昆 





























































































































































立餐 s 


絵•文中西章(若菜町) 



【ミツバチ】 


膜 S 3 目ミツ パ チ科 

絵は®^の顔。 I には長く伸びた^^の 
门があり、 S を吸う時以外 g 側に折り« 
んでいる。その麗にある大あごは、遺り 

や戦う時などに使うだけ。頭の両側の®^は 
形*^8各を見る"ひたいの上の方にある三 
つの小さな®は、光の；^をかんじる。触 
党は匂いや味— じ、 お互いの^^換に使 
う。頭の中に秀れた脳があり、十数キロ以上 
の速くの花の i 蠢ぇ、賃することが出 
来る。 

I り、幼虫の供時めなどの 
肉体労働はすべて雌である@が行う。女王 
蜂 M 卵だけ、 s するだけで、全く 
i はしない。 














